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 الولخص:

ححخفظ يصس )جًهىزٌت يصس انعسبٍت( بانعدٌد يٍ انزقافاث انًادٌت يٍ 

إنى انحضازة الإسلايٍت ونها ازحباط عًٍق باندٌٍ انعانًً انحضازة انقدًٌت انقدًٌت 

 انعانًً ، ونكٍ يُر انعصس انحدٌذ ، أصبحج حدوداً يع الاسخعًاز انغسبً.

انهدف يٍ هرِ اندزاست هى انُظس فً انعلاقت بٍٍ انخساد انعانًً والأيت يٍ 

انخً ٌعاًَ خلال كشف جزء يٍ الإدازة انزقافٍت نًصس ، يع الاعخساف بأٌ انًشاكم 

يُها انًجخًع انًصسي نٍسج يشاكم انًاضً ، ونكُها يسحبطت ازحباطًا ورٍقاً بًساز 

انًجخًع انحانً. فً هرِ انىزقت ، سأقدو يصس كحانت دزاست ، وأزكز عهى الاحجاهاث 

، واسخكشف يىقفها. بادئ ذي بدء ، أود أٌ أنقً َظسة عهى انخدفق  3122بعد عاو 

خساد انعانًً وححدٌد الاحجاهاث انحدٌزت. بعد ذنك ، ٌخى عسض انكبٍس لإدازة حفظ ان

أيزهت عهى انسبٍع انعسبً وَهب وحديٍس يىاقع انخساد انعانًً. بعد ذنك ، وبانُظس إنى 

انىعً انًصسي انحدٌذ بالاَخًاء نًىاقع انخساد انعانًً وانخحسكاث الأخٍسة نحًاٌت 

ذ أٌ حًاٌت يىاقع انخساد انعانًً نٍ يىاقع انخساد انعانًً انًصسٌت ، اقخسح انباح

 حكىٌ يًكُت بدوٌ حعاوٌ انسكاٌ انًحهٍٍٍ وانًصسٌٍٍ.
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Abstract  

 Egypt (Arab Republic of Egypt) retains many material 

cultures from the early ancient civilization to the Islamic civilization 

and has a deep connection with the universal world religion, but since 

modern times, it has become a border with Western colonialism. 

 The aim of this study is to consider the relationship between 

world heritage and the nation by unraveling a part of the cultural 

administration of Egypt, recognizing that the problems that Egyptian 

society has are not those of the past, but are deeply related to the 

course of the present society. In this paper, I will present Egypt as the 

case of study, focus on trends after 2011, and explore their position. 

First of all, I would like to look back on the big flow of the World 

Heritage Conservation Administration and position the recent trends. 

Next, examples of the Arab spring and the looting and damage of 

world heritage sites are shown. Then, considering the modern 

Egyptian awareness of the affiliation of World Heritage Sites and the 

latest movements to protect Egyptian World Heritage Sites, the 

researcher has proposed that the protection of World Heritage Sites 

would not be possible without the cooperation of local residents and 

Egyptians. 

 

 

  



 Journal of Middle East Research - Forty-ninth year    85 vol -  march 2023 

 

Forty - Ninth year - Vol. 85 march 2023 

 

- 32 - 

はじめに 

 エジプト（図１）（エジプト・アラブ共和国）は、初期古

代文明からイスラーム文明に至るエジプトは、初期古代文明からイ

スラーム文明に至るまでの多くの遺跡を有している。世界的な宗教

に早い段階から接点を持った地域であり、近代以降は西洋の植民地

主義に晒されてきた歴史を持つ。 

 2011年1月25日以降、エジプトは革命を経験してきた。社

会的、政治的変動の中、エジプトが国のアイデンティティーとして

利用してきたそれら歴史的、宗教的、文明的遺産はその価値を疑わ

れ、物理的保護を失って破損された。徐々に警察や軍による警備が

戻り、治安が回復され始めてはいるものの、遺跡の修復には時間が

かかっている。 

 エジプトの遺跡保護不足という問題は、過去への執着では

なく、現在社会の将来への歩みと深く関わっている。国家行政の役

割を社会的な文脈で紐解き、国民が主体的に自己のアイデンティテ

ィーの源泉として遺跡を保護するようになる未来を理想と考える。

そこで、エジプト 2011 年以後の動向に焦点を当て、遺跡の位置付

けを探りたい。本稿では、まず世界遺産保護の大きな流れを振り返

り、エジプトへの影響を確認する。次に、アラブの春と世界遺産の

略奪、被害の事例を示す。そして、世界遺産の所属に関する現代の

エジプト人の意識、最新のエジプト世界遺産保護の動きを検討し、

研究者から、世界遺産の保護は地域住民、エジプト人の協力なしに

実現しないという提案を小論のまとめとする(1)。 
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１―世界遺産保護の大きな流れを振り返り、エジプトへの影響 

 19世紀（1789年）にナポレオン・ボナパレト（Napoleon 

Bonaparte）はエジプトに遠征したことで、古代エジプト文明が学問

第１図 全エジプト 
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的に始まった。ナポレオンによる「エジプト誌」刊行、シャンポリ

オン（Jean-François Champollion）によるエジプト語の解読、レプ

シウス（Karl Richard Lepsius）による精密な歴史地図作成を経て学

問としての科学性を獲得していった時代として一般的に紹介されて

いる（James2003;151）。しかし、この時代はまた、タハタウィ

（Tahtawy）、アリー・ムバーラク（Ali Mubarak）、アハメド・サ

イード(Ahmed Said)などの在地の開明的な行政官僚や思想家によっ

て、ひとたび失われた世界から蘇った文化遺産を自らの民族アイデ

ンティティに取り戻すための運動や教育体制の拡充化などが進めら

れた時期としても記されなければならない（Reid2002;21-63）。 

 19世紀末から20世紀初頭にかけては、エジプトの首都にあ

るエジプト考古学博物館（Egyptian Museum）、アレクサンドリア

にあるグレコ・ローマン博物館（Graeco-Roman Museum）、カイ

ロにあるイスラーム芸術博物館（The Museum of Islamic Art）等が

設立されていく時代でもある。しかし、エジプト考古学博物館の運

営がフランスの文化行政への発言権強化を意味したように、まだ初

期の段階では博物館施設も西欧の研究者に握られていた。イギリス

支配の体制が確立する19世紀末から20世紀初頭という時代はまた、

最も熾烈にナショナリズム潮流が興った時代でもある。サアド・ザ

グルール（Saad Zaghloul）らの運動により達成された1922年のエジ

プト独立した（Zunes2011;3）。同じ年に著名なツタンカーメン

（Tutankhamun）（紀元前？〜紀元前1324年頃）(2)王墓の発見の年

でもあり、2つの側面を象徴した。未だ独立が実質的なイギリス支配

にあった不完全なものであった面と、貴重な文化遺産が既に前 世紀
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のように海外流出する事態を防ぐことができたという面の双方であ

る両大戦期において、中東が石油戦略の拠点となり、またパレスチ

ナ（Palestine）問題が表面化して中東戦争が勃発して行く中で、エ

ジプトのナショナリズムは政治的な色彩を帯びていく(アラブ・ナシ

ョナリズム)。第二次大戦後の1950 年代が、エジプト革命(1952年)

という政治の画期を象徴するとすれば、また当該の時代は、エジプ

ト考古局の 長にエジプト人が選任され、在地の考古学者によってピ

ラミッド地域の学史に残る大きな発見(太陽の船)がな された時代と

しても記憶される。ナセル政権のもとで建設されたアスワン・ハイ

ダム建設に伴うヌビア遺跡救済の国際キャンペーン(1960～70年代)

は，大戦後の文化遺産と開発の問題を考える上で記念碑的事業とな

った（Sönderber1987;64-216）。 

 1960年代は，エジプトのみならず、 他の西アジアや東南ア

ジア諸国と同様，大戦後の混乱から社会的な秩序が回復し始め、観

光収入が増加していく時代であるが、その一方でアラブ社会主義の

失敗と中東戦争における敗北は、アラブ・ナショナリズムの求心力

が失墜し、後にイスラーム主義が中東全域で大きなうねりとなって

いく土壌を作った大きな転換期でもあった（ Choueiri2000;190-

197）。 

 1970年代は，ナセル（Nasser）大統領の後をついだサダト

（Saadat）大統領によって，一転して門戸開放の経済体制が進めら

れたが、欧米との協 調路線はまた自らアラブ世界における孤立をも

招いた。サダト暗殺(1982年)後、門戸開放経済体制を引き継いだム

バーラク（Mubarak）大統領政権の中で、1980年代は、シナイ半島
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が返還されたことによる石油生産の増大もあり、経済が進展 をみせ

た。しかし、続く開発潮流は、特に文化財と都市部の接近という危

機としても現れ、考古局は埋蔵文化財 保護法の追加条例を発布した

(1983年)。 

 アスワン・ハイダム（Aswan High Dam）建設の功罪も顕

著となり、都市における「環境汚 染」と地方における「環境破壊」

の対比構造が顕著となった。 

  1990年代は湾岸危機と共に始まり、ムバーラク政権がエジ

プトは多国籍軍として参加した。以後同政権は、イスラーム問題に

は十分に配慮しつつも，欧米とも協調路線を歩む穏健な全方位外交

を指針とし、中東における大きな発言権を得て行く。また経済的に

は，1990年代は、恒常的な財政赤字に対処するために、IMFと世界

銀行の強い指導を受けた時代でもあった。これによって民間が経済

の主力となる構造ができ、90年代後半からはエジプト議会に開発推

進者が進出していく（伊能武治2000;25）。外貨獲得に大きな位置を

占める観光は、1997年のルクソール事件によって大きな打撃を受け

たが99年には回復の兆しをみせた。政府はIT産業開発戦略を打ち出

し，2001年には，電子 情報システムの整備(電子政府、電子商取引、

電子教育等)、技術開発地域の建設、新都市化地域の開発等を推進し

た。  

２―革命と世界遺産の略奪、被害事例 

 2010年４月７、８日の２日間、エジプト・カイロで「文化

財の保護・返還」について国際会議が開催された。エジプトをはじ
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め、韓国、中国、インド、ギリシア、イタリア、シリアなど２１カ

国が参加し、討論がおこなわれている。 

 現在は、ユネスコ条約で発掘や交換、贈与、購入以外の方

法で、外国に流出した文化財は、原所有国への返還が義務づけられ

ている。第二次大戦での文化財被害に対する反省から、1954年５月

にハーグで武力紛争の際の文化財保護条約が提案され、その後、盗

難、盗掘、略奪など不正・不当な手段による文化財の不法取引禁止

条約（1970年）、文化遺産や自然遺産についての世界遺産条約

（1972年）が採択された。 

 多くの文化財返還を求めて

いるエジプトでは、これまでにロゼ

ッタストーン（Rosetta Stone）を

はじめ、多くの文化財について、長

年にわたり返還運動が進められてき

た（図２）。しかし現所蔵国が、原

所有国へ文化財を返還あるいは譲渡

した例は、ごくわずかである。その

背景には、正当な方法で入手し不法

不正に入手した略奪文化財ではないという主張や、大英博物館のよ

うに、現所蔵国で保存し展示活用している現状に意義があるという

意見がある。一方、返還要求をかかげるエジプト側の展示設備や保

存技術に不備不足があり、返還後の文化財の継承、活用に不安を覚

える状況も指摘される。エジプトでは、展示活用のためにギザのピ

第２図 ロゼッタストーン 
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ラミッド周辺に新博物館を建設しており、2021年には開館された。

原所有国と現所蔵国との間には、文化財をめぐっていまだに埋まら

ない深い溝が横たわっているのが現状である。次に、エジプトにお

ける革命後の世界遺産の略奪と被害の事例を以下に示す。 

 エジプトでは、2011年の1月25日の革命以来、大きく揺れ

動いてきた。博物館の破壊と略奪という事態が起こったのは、こう

した政治的混乱のさなかであった。2011年1月28日は、ムバーラク

政権が倒された一連のデモの中では、特に「怒りの金曜日」として

知られている。金曜の集団礼拝後、各地から数万人が集結し、これ

に対し軍が鎮圧を図った事件である。この混乱に乗じ、タハリール

（El-Tahrir）広場にあるカイロ博物館が襲われた。2011年1月2８日、

革命の中心となったカイロ・タハリール広場に面したエジプト考古

学博物館からは、ツタンカーメン王墓から出土された豪華な副葬品

や、美しい芸術表現として知られるアマルナ時代（紀元前1353年頃

〜紀元前1336年頃）の彫像、ミイラなどを含む約18点が略奪され、

70点が破壊された。ツタンカーメン王の祖父にあたると思われるユ

ヤのハートスカラベや女神に抱きか抱えられたツタンカーメン王の

木製彫像、アクエンアテン王像等は、みやげ物店等の脇で見つかり、

取り戻されたものが一部はあったものの、世界的に著名な博物館が

襲われたことは大きく報道された。そして、これが、今日まで続く

数多くの文化財被害の始まりである(3)（野口2015;140-141）。 

 治安態勢が揺らいだ地方の遺跡や遺物収蔵庫でも、略奪が

相次いだ。 ピラミ ッド・ゾー ンでは 、サッカラ のカゲ ムニ墓

（Kagmini tomb）やマヤ墓（Maia Tomb）といった古王国時代（紀
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元前2543年頃〜紀元前2120年頃）や新王国時代（紀元前1593年頃〜

紀元前1077年頃）の著名な墓が荒らされた上、各遺跡地区の遺物倉

庫が略奪された。その中でも、最も衝撃的な展開は、ダハシュール

遺跡であった。ここは1996年になるまで、軍の管理下に置かれてい

た遺跡地区であり、ピラミッドの前面に広がる湖などの美しい古代

景観が残されていた地である。そこに2013年1月、ならずもの集団

がブルドーザーを伴って、ピラミッド隣接地に私的な墓地を建設し

始めたのである。さらに在地の建設業者が土地を購入後に、村民に

安く売却して利益を得、また治安が不安定化する中で盗掘が横行し

た。不法者たちはマシンガンで武装していた一方、考古警察・観光

警察の力が不足していたため、この地は盗掘団・地元警察・軍の熾

烈な抗争の場となった。また中部エジプトでは、アンティノオポリ

スで大規模な盗掘が行われ、不法建造物の建設の整地にはブルドー

ザーも用いられた。遺跡地区にある修道院では、古いパピルス文書

探しのため、破壊と盗掘が横行した。その他、デルタや上エジプト

でも、遺跡略奪の報告は後を絶たない情況であった。 

 こうした略奪はイスラームの歴史遺産も無縁ではない。た

とえば、バルクーク（Barquq）複合体の

モスクでは（図３）、扉に取り付けられ

る金属製の幾何学装飾に、スルタン名が

金で装飾されたものが盗難に遭っており、

説教壇や扉装飾の損壊はイスラーム地区

のその他施設でもみられている。キリス

ト教の建造物に関しては、治安組織の崩

第３図 バルクークモスク 
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壊と共に宗教間抗争が多発したが、多くはイスラーム教徒がコプト

教会を襲撃し、コプト派住民の側が反撃するという流れをとった。

しかしより大きな問題は、宗教間抗争に便乗し、教会を焼き討ちし、

住居を襲い、商店街から金品を奪う若者集団が増加したことであっ

た。多くの若者は、治安警察や秘密警察が教会を私服で警護してい

た体制が社会から消えるという突然の社会変化に直面して、何が自

由になり、何がまだ不自由なのか理解できないとも言われる。2013

年8月には、エジプト全土で40以上の教会が焼き討ちにあい、ミニヤ

（Minya）市だけでも18の教会が被害にあった。 

 このように、古代の遺産ばかりでなく、キリスト教やイス

ラームの建造物が危機に晒される中で、イブン・トゥールーンモス

ク（Mosque of Ibn Tulun）地区は、幸運にもこうした破壊を免れた。

ここは初期イスラーム時代の著名なモスクに17世紀カイロの住宅が

博物館アンダーソン博が複合した文化地区として知られるが、カイ

ロで最も貧しい地区に隣接しており、違法な高層建築が顕在化した

地区でもあり、文化遺産の保全が大いに危ぶまれたが、ここでは周

辺住民による自警団が組織されて、実際にやってきた略奪集団から

実力で施設を防衛した。 

2013 年 8 月 は 、 ム ル シ ー

（Mohamed Morsi）政権に対する軍事

クーデターが起こり、イスラーム主義

者たちが排除された混乱に乗じて、上

エジプトのマッラーウィー（Mallawi 

Museum）市にあった地方博物館が略

第３図 爆発されたマッラーウィー博物館 
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奪された。また2014年1月には、イスラーム地区に近い内務省保安

局が政治集団に狙われ、仕掛けられた爆弾が爆発した（図３）。そ

のために、対岸に位置していたイスラーム芸術博物館が大きな被害

を蒙り4人死亡、75名以上の負傷者、爆風で8,000点の展示物主要展

示物のうちの80が破壊された（野口2015;143）。イスラーム博物館

は1903年に建てられた伝統ある建造物であり、その後のダウンタウ

ンの発展の中では交通事情の悪さや大気汚染も深刻な立地にあった

が、そうした不利な点を跳ね返し、約15億円の予算をかけて行われ

た修復が完成したばかりの惨事であった。被害を受けたファサード

は、欧米からの資金援助によって修復され、2017年3月には再開館

され、イスラームの文化遺産はなんとか復活した。 

 このように、社会的・政治的変動の中で、エジプトの文化財

は、大きな被害を受けてきた。警察や軍による警備の甲斐あって、治

安が回復しはじめた現在でも、文化財が破壊の危機に直面しているこ

とに変わりはない。 

３―世界遺産の所属に関するエジプト人の意識 

 こうした被害の一方で、若手の専門家や若い世代を中心と

した一般市民により、文化財についての知識を共有しようという活

動も目立つようになってきた。 

 ルクソールでは、警察、考古省、地元住民が協力し、遺跡

を警備したことで被害はほとんどなかった。アレキサンドリア図書

館では、デモに参加していた若者が手を繋ぎ、建物を取り囲んだこ

とで、警備員のいなくなった図書館を自衛した。略奪被害後のエジ
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プト考古学博物館でも、エジプトの若者達による人の鎖がつくられ、

自国の文化遺産を守る意思が見られた。また、エジプト研究所が放

火された際にも、火が消し止められる前から貴重な収蔵資料を救出

しようと奔走したデモに参加していた若者やエジプト人保存修復家

の活動も見られた。 

 こうした若者中心の活動も加わり、ついには憲法にも新た

な条文が加えられることとなった。ムルシー政権後の暫定政権下に

制定された2013年、新憲法に「エジプト国は、文化財を保護し、保

存し、維持し、修復し、さらに略奪された文化財を取り戻し、発掘

調査を組織、監督しなければならない。文化財を贈呈することや交

換することは禁止されている。文化財に対する破壊行為または文化

財取引は、出廷期限のない犯罪である（第４９条）」という条項が

付け加えられ、2014年、シーシー（Abdel Fattah el-Sisi）政権下に

制定された憲法にも踏襲されることになった。 

 このように、エジプトでの文化財への意識関心は、少しづ

つ変化してきているといえる。しかしながら、エジプト考古学の歴

史や現在の社会環境からすると、エジプト人の文化財への関心は、

まだまだ高いとはいえない。それにはいくつかの理由が存在するこ

とがわかる。 

 先述にあるようにエジプト考古学は、１９世紀のイギリ

ス・フランスを中心とした外国人によってスタートし、現在でも主

要な文献は英語、仏語、独語などヨーロッパの言語を中心に出版さ

れている。つまり、エジプト人が自国の考古学を勉強するには、外

国語の習得から始めなければならない。とりわけ、日本は侵略・非
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侵略の歴史を持たない貴重な国の一つである。著者が、日本で古代

エジプト考古学を学んでいるのもそのためである。また、外国人考

古学者の現代エジプト社会への関心の低さから、考古調査結果のエ

ジプト社会への還元は、あまりなされていない。観光地としての遺

跡や博物館は、外国人観光客を前提にしている部分が多く、エジプ

ト人にとって遺跡や博物館を通じて自国の歴史や文化財について知

識を深めることはまだまだ難しいのが現状である。いずれにしても、

考古学の多くの場面で外国調査隊や国際支援中心、エジプト市民不

在で進められてきたことは、エジプト人と遺跡との距離を大きくし

ている要因である。さらに、観光地のインフラ整備が進む中、都市

部貧困層や地方の教育、生活環境の改善は大幅に遅れているのが現

状である。貧困層は拡大し、違法行為が増加する一要因となってい

る。 

４―エジプトにおける世界遺産保護の最新の動き 

 重要な文化財が各地に点在するエジプトにおいて、遺跡の

保存は地域住民、エジプト人の協力なしには実現しないといえる。

そんな中、自国の文化財について学び、誇りを持ち大切にしていこ

うと、現状に危機感を抱くエジプト人による活動が目立つようにな

ってきている。盗掘、違法建設など、さまざまな理由で損傷を受け

る文化財の状況をブログ（Blog）やフェイスブック（Facebook）な

どで情報共有し、エジプト政府や国際社会に訴える「文化遺産タス

クフォース(4)」は、エジプト人の若手考古学者を中心にスタートし

た。 
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 これは、文化財の現状を収集する活動であり、状況が深刻

な場合、ボランティアや緊急文化財処置のトレーニングを受けたグ

ループなどが現場へ行き、現地考古省職員や警察などと被害状況の

確認、文化財の応急処置や移送などの対応をしている。匿名でも報

告することができることや、SNS利用による写真やビデオも投稿さ

れ状況が伝わりやすいこともあり、エジプト各地から情報が投稿さ

れている。考古省や考古学者たちは、この情報を下に状況の確認を

するなど、次の行動へのきっかけを生んでいる。また、不足するア

ラビア語の文化財関連の出版を補おうとする活動なども見られる。

2009年に誕生し、現在「ラウィ」というタイトルで刊行を続ける一

般向けのエジプト文化遺産専門雑誌は、エジプト国内で手に入る質

の良いアラビア語の情報雑誌ではあるが、これが浸透するには識字

率、貧困が壁となる。いずれにしても、エジプトの文化財について、

エジプト人からエジプト人へ情報発信が行なわれるようになったこ

とは、文化財保存の重要性を一般市民に広めるための重要なステッ

プであるといえる。 

 これらエジプト人の熱意と活動が広がってきたことを受け、

外国調査隊や国際支援が、専門家だけでなく、一般市民への人材育

成や文化遺産教育を実施する計画もスタートしはじめた。文化財は

なぜ重要なのか、これまで考古学者間だけで共有してきた知識を社

会へ還元するようになってきたのである。 

 

まとめ 
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 エジプトの世界遺産保護には、地域住民、エジプト人の協

力なしには実現しない。著者をはじめ、海外で活動する考古学者や

研究者の重要な役割の一つが、文化財はなぜ重要なのか、これまで

考古学者間だけで共有してきた知識を社会へ還元することであり、

考古学の活動を社会的に支えてもらうための地盤づくりとして欠か

せないことであると考える。その活動を応援する人たちが、国内外

の専門家やエジプト市民の中からも現れはじめている。エジプト文

化財の破壊は、今日も止むことはないが、同時に、文化財のより良

い未来に希望をもたらす活動が増加しているのも事実である。 

 文化財や世界遺産は、人類が豊かに生きて行くために欠か

せない資源であり、精神的なより所とも言える。現在では、文化財

や世界遺産は、個人や民族、国家の占有物ではなく、人類共通の財

産であるという考え方も一般化しつつある。国家や民族にとらわれ

ることなく、それに関わる全ての人が、文化財や世界遺産を保存、

継承、活用していくことこそが大切なのではないかと考える。 
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